
日本天文学会2017年秋季年会

V313b 「ひとみ (ASTRO-H)」搭載軟ガンマ線検出器における軌道上バックグラウン
ドの理解
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「ひとみ (ASTRO-H)」衛星に搭載された軟ガンマ線検出器 (SGD)は、狭視野多層半導体コンプトンカメラと
BGOアクティブシールドを組み合わせる独自のコンセプトにより、極限までバックグラウンドを抑えることで
60-600 keV の軟ガンマ線領域でこれまでにない高感度観測を目指した検出器である。わずか数日の定常運用で
はあったものの、検出器は正常に動作し、コンプトンカメラを用いた天体観測の有用性を示すことができた。高
感度観測の鍵を握るバックグラウンドの低減に関しては、軌道上で生じるバックグラウンドの性質を正しく理解
し、非常に多岐にわたる検出信号の組み合わせから、天体信号とバックグラウンドを見分ける適切な条件を見極
めなければならない。本研究では、通常観測体制に移行後取得したおよそ４日間のバックグラウンドデータ、およ
び 5 ks 取得したかに星雲の観測データを詳細に調べた。その結果、軌道上バックグラウンドにおける輝線成分は
SGDを構成する物質の放射化により生じた放射性同位体の崩壊に起因する輝線によりほぼ説明でき、崩壊モード
によって BGOシールドで検出し、バックグラウンドとして判別されるか理解できた。また、かに星雲観測デー
タとバックグラウンドデータにおいて、コンプトン散乱角や検出位置など複数のパラメータを統合的に比較する
ことで、天体信号を効率良く選別し、バックグラウンドを適切に低減できる新しいデータ選別手法を開発した。


